
ＩＢを通してどんな力や
スキルが身につきましたか？

　高校でＩＢを学んだ経験を通して、探究心や批判的
思考力、生涯学習者としての姿勢が自然と身につきまし
た。ＩＢでは「なぜ？」と問い続け、自ら調べ、考え、表
現する学びが重視されており、そのプロセスの中で主
体的に学ぶ力が育まれました。
　地理の授業では渋谷でフィールドワークを行い、都
市の変化を自分の目で確かめながら、理論と現実を結
びつけて考える経験を得ました。通りの雰囲気やごみ・
グラフィティの量、建物の新旧から再開発の歴史を読
み取るなど、実地での観察を通して多角的に物事を分
析・評価する力が養われました。
　こうした学びを通じて、情報を鵜呑みにせず、異なる
視点から検討し、自分の考えを構築する力が培われた
と感じています。

ＩＢで身につけた力は、
その後どのように活かされていますか？

　ＩＢで培った探究的な姿勢と批判的思考力は、大学
での心理学研究に大きく活かされました。

　Extended Essay（ＥＥ※１）やInternal Assessment

（ＩＡ※２）など、自ら問いを立てて調査・分析・考察を行
う課題を通して、現象の本質に迫るための問いの立て

方を実践的に学びました。
　卒業論文のテーマを設定する際には、先行研究を批
判的に検討し、まだ誰も扱っていない独自の切り口を
見出すことができました。そのとき、「ＩＢをやっていて
本当によかった」と実感しました。
　現在の仕事でも、ＩＢで培った「自分の視点で課題を
とらえ、根拠をもとに考えを深める姿勢」は大きな支え
になっています。複雑な課題に直面したときも、異なる
分野の知見を組み合わせながら最適な解を模索できる
のは、ＩＢで身につけた探究心と柔軟な思考力があって
こそだと感じています。

※１：生徒が関心のある研究分野について個人研究に取り組み、
研究成果を4,000語（日本語の場合は8,000字）の論文にまとめ
る（ＥＥ、課題論文）。

※２：IBDP教科の探究課題。所属校において評価が行われる
（ＩＡ、内部評価課題)。

ＴＯＫ（知の理論）で学んだこと

　ＴＯＫは、私にとって成功体験よりも失敗から多くを
学んだ科目です。正直に言うと、ＴＯＫエッセイの成績
は決して良いものではありませんでした。その原因は、
高校生の自分にはあまりにも壮大すぎるメタ倫理学的
な問いを選んでしまったことにあります。
　この失敗経験から学んだのは、壮大な問いを探究す
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ＩＢ教育の中で広がった視野



る際には、まず身近で具体的な知識の領域から着実に
アプローチすることの重要性でした。問いが大きすぎ
ると感じた時は、まず自分の扱える範囲に焦点を絞り、
そこから徐々に考察を広げていくべきです。これは、今
社会に出て働いていても使えるノウハウだと感じていま
す。ＴＯＫは、謙虚な姿勢で探究を続けることの大切さ
を、教えてくれた科目です。

ＣＡＳ（創造性・活動・奉仕）で
印象に残っていること

　ＣＡＳでは、分野の異なる３つの活動に継続的に取
り組みました。Activityとしては、チャリティイベント
「ヤマソン」に参加し、友人とチームを組んで山手線一
周42kmを踏破しました。Serviceでは、放送倫理・番
組向上機構（BPO）に毎月レポートを提出し、倫理的に
優れている、あるいは問題があると感じたテレビ番組
について自分なりの見解を論じました。そしてCreativ-
ity（+Service）では、セーターを編み、暖かい服を必
要としている海外の子供たちへ寄付する活動に参加し
ました。
　ＣＡＳの活動を通じて、規模に関係なく多くの社会活
動団体が存在することを知り、社会との接点が意外と
身近にあることに気づきました。正直、最初は「やらな
きゃいけないから」という気持ちで、普段行かない場所
に足を運んだり、知らない人と話したりしていただけで
したが、その一歩が自分の視野を広げるきっかけにな
りました。

大学受験や進路選択で意識したこと

　私の場合は高校を決める段階で海外大学に進学し
たいという目標がありました。よって、海外大学へ行き
やすくしてくれる高校というのが軸でした。その時に、
都立で唯一ＩＢを導入している都立国際高校の存在を
知りました。当時はちょうどＩＢコースが開設されて間
もなく、私の代が入学することで３学年が揃うタイミン
グでした。都立国際高校が「パイオニア精神」を校風に

掲げていることもあり、今振り返ると、当時はなんだか
んだわくわくしていたのではないかと思います。
　大学受験に関しては、ＩＢスコアだけで行ける海外大
学という目標だったので、ひたすらＩＢスコアを上げる
ことに集中出来ました。周りの一般入試を受験する友
人たちに比べて、リマーク（再採点制度）やリテイク（科
目ごとの再試験）、模擬試験（MOCK）もあったので、
恵まれた環境だったと思います。

ＩＢ校での学びの環境や人との関わりで、
印象に残っていること

　ＩＢコミュニティの“アツさ”に気づいたのは大学入学
時でした。2020年に大学へ入学した私は、オンライン
上で友達作りをすることから始まりました。しかし、私
がＩＢの卒業生だと伝えると、「私も！何の科目取った
の？」「ＥＥは何のテーマで書いた？」と話しが盛り上が
り、すぐに打ち解けました。大学を卒業した今でも多く
の学友がＩＢ経験者です。
　日本ではまだＩＢ生はマイノリティかもしれません
が、ふと見渡してみると「同志がこんなにいたのか」
「ＩＢコミュニティって大きい！」と驚いたのを覚えていま
す。しかも、当たり前ですが、同じカリキュラムでも各々
の出身校で特色が異なり、千差万別なストーリーがあ
ります。
　自己紹介の場では、時間がないと名前と出身地だけ
で終わりになりがちですが、ＩＢ生同士だと話の展開が
一気に深いところまで発展しました。例えば、私の元ル
ームメイトは、コロナ禍で最終試験が中止になり、一発
逆転にかけていた数学の成績を挽回できなかったとい
う苦い経験をした一方で、政治経済を専攻するに至っ
た経緯として、環境問題の不条理を政策から改善した
いという熱い想いを語ってくれました。これらはすべ
て、ＥＥや選択科目の延長線上にある話題でした。
　ＩＢ校を卒業してから、ＩＢ修了生の結束力とネット
ワークに圧倒されたのは、この時だったとしみじみ感じ
ます。
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